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平成２０年度１１月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

１．当期(平成19年12月1日～平成20年11月30日)の業績予想につきましては、平成20年10月15日 

第３四半期財務・業績の概況発表時の業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

                                        記 

                                                                                   

（１） 【連結】平成20年11月期連結業績予想数値の修正(平成19年12月1日～平成20年11月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 

17,300 

 

60 

 

20 

 

0 

円 銭 

0  0 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,235 △58 △111 △619 △36 26 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） △1,065 △118 △131 △619 △36 26 

増    減    率 （％） △6.2 － － －  

（御参考） 

前期実績（平成19年11月期） 

 

19,766 

 

△109 

 

△257 

 

308 

 

18 10 

（金額の単位：百万円） 

 

（２）【個別】平成20年11月期業績予想数値の修正(平成19年12月1日～平成20年11月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 

16,300 

 

50 

 

10 

 

0 

円 銭 

0  0 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 15,360 51 13 △506 △29 69 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） △940 1 3 △506 △29 69 

増    減    率 （％） △3.9 2.0 30.0 －  

（御参考） 

前期実績（平成19年11月期） 

 

18,039 

 

△171 

 

△310 

 

△79 

 

4 66 

（金額の単位：百万円） 

 



（３）修正の理由 

  （連結通期） 

売上高では、家具関連事業につきましては金融不安による景気後退懸念等の影響を受

け需要が鈍化してまいりました。また、建築付帯設備機器事業部門におきましてもク

リーン機器等他設備機器部門においてＯＥＭの大型受注等ありましたが、設備投資関

連需要が減少してまいりました。それらの結果通期の売上高は発表予想を下回る見込

みであります。 

また収益面におきましては、コストダウン、経費節減に努めましたが、原材料費の高

止まりや、生産性の低下、また子会社（株）ファシリティ環境システムズ及びケイ・

エス・エム（株）の売上低下に伴う大幅な減収による採算の悪化等により、営業利益、

経常利益とも前回予想を下回る見込みであります。特別損失に投資有価証券評価損、

たな卸資産評価損及び海外子会社の清算に伴う為替換算調整勘定の取崩等をおこない

ましたので、前回予想を大幅に下回る当期純損失となる見込みであります。 

 

  （個別通期） 

売上高は上記の通り前回予想を9億40百万円下回る15,360百万円となる見込みであり

ます。 

損益面では、営業利益、計上利益につきましては、ほぼ予想通りでありましたが、特

別損失における投資有価証券評価損、たな卸資産評価損及び子会社である（株）ファ

シリティ環境システムズの解散に伴う損失計上等もあり前回予想を大幅に下回る見込

みであります。 

 

以 上 


